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卵巣型および卵巣小管の形成様式に基づく

アザミウマ類(昆虫綱:総期目)の系統的位置

塘患顕

Tadaaki TSむTSUMI:Phylogenetiモpositionof the Thysanopまerabased on the ovarian type 
and manner of ovariole for搬紺on不

Sugadaira Montane Research Center， University of Tsukuba， Sanada， Nagano 386-22， Japan 

.FEO虫の卵巣型は、栄養細胞を欠念、原始的な昆虫Insectas. str.にみられる無栄養護型、栄養細胞を有し、高

等な昆虫の多くにみられる栄養室割、そして外見的には無栄養室型と全く同様だが、高等な昆虫に散見され、

栄養室型における栄養細胞の二次的淑行によって生じたと解釈される新無栄養主義型neopanoisticの三つに大別

される (Stys姐 dBilifiski， 1990)。この中で新無栄養室型の卵巣l土、昆虫の卵巣の進化を考える上で非常に興味

深い卵巣型でありながら、他のごつに比べ、その構造の形成過程や卵形成に関する電車翼レベルでの記載は、こ

れまでPritschand B註ning(1989)による、主に主主虫の卵巣に関するものがあるのみで不十分であった。そこで

私は新無栄養室愛卵巣を有する昆E設の一つで、あるアザミウマ類を材料として、キ寺~こ後舷綴における卵巣小管の

形成過程とそれに伴う生殖綴抱クラスター彩成を電顕によって記載してきた (Ts註tsumiand Haga， 1995; Tsu 

tsumi et al.， 1995)。そこで、アサコ、ミウマ類の卵巣型と卵巣構造の形成様式を、他の分類若手におけるそれらと比

較した。

卵巣型

アザミウマ類の卵巣型は以下のように特徴づけられる。(1)生殖細胞クラスターは卵母細胞のみからなり、

栄養細胞へ分化する生殖細胞はなく、 (2)クラスターを構成する生殖細胞にはブュゾームが存在し、それらが

つながってポリフュゾームを形成することにより生殖細胞ロゼッタを形成し、 (3)クラスターからの生殖細胞

の分離が起こるため、構成細胞数が必ず、しも 2nルールに従わないクラスターがみられ、 (4)最終的にクラスター

は崩壊し、全ての生殖細胞は単独の卵母細胞になるが、単独の卵母細胞にクラスターから分離したときの細胞

質逮絡橋の名残が存在するものがあった。

卵巣小管の形或様式

アサ、ミウマ類の卵巣小管の形成様式i土、沼化管の慌Jj方に前後に長く伸びた卵巣原3まから出芽するかのように

生じたいくつもの卵巣小管原主主が、消化管方向に伸張することによってできる他の不完全変態類(準新趨群は

除く)の形成様式 (Fig.lA)とは異なり、非常に小さな袋状の卵巣原基がまず前後方向に伸張し、その後原基

が前端から分裂することにより形成される完全変態類にみられる形成様式 (Fig.lB)であった。また卵巣小管

の形成時期は準新麹群も含めた他の不完全変態類とは異なり、完全変態類と同様に蝋の時期であった。

考察および結論

このようにアザミウマ類の卵巣はその形成様式や形成時期から考えると、詩主新麹者平の中でも最も完全変態類

的であるといえ、したがって準新麹鮮の中で最も派生的と考えられる。しかし、その卵巣型は多新麹群カワゲ

ラ類の無栄養室型 (Gottankaand Buning， 1990)に酷叡し、生殖細胞クラスターを形成する以外には栄養室型

との共通点が見いだせないこと、加えていくつかの多足類 (Kubrakiewicz，1ヲ91)や欽角類 (Brinton，1971)な

ど他の節足動物にも生殖綴抱クラスタ…形成をともなう無栄養室裂が存夜することを考えあわせると、アザミ

ウマ類の卵巣型は栄養室翠からの派生ではなく、カワゲラ類と同様に栄養室懇の派生する可能性を保持した原

始的状態にあ札準新麹群の中では設も原始的であると考えられる (cf.Tsutsumi et al.， 19偲〉。

* Abstract of paper read at the 31st Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 

1-2， 1995 (Higashi-izu， Shizuoka) . 
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Fig. 1 Semidiagrammatic representation of the ovariole formation. Polyneopteran hemimetabolan 

type (A) and holom巴tabolantype (B). ac: alimentary canal， gc: germ cel!， gr: germarium， 

10: lateral oviduct， 01: ovariole， olr: ovariole rudiment， or: ovarian rudim巳nt，tf: terminal 

filament. 
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Fig. 2 Suggested phylogeny of paraneopteran orders， from the viewpoint of ovarian structures. 

Me: acquisition of meroism (polytrophism)， Rt: retardation in ovariole format削 1，Te: ac-

quisition of or transformation to telotrophism. 
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このようなアザミウマ類の卵巣のモザイク的な特徴から私が考える系統関係を Fig.2に示した。この系統関

係は現夜広く支持されている準章者麹若手の系統関係 (cf.Pesson， 1951; Boudr開設x，1979; Hennig， 1981; Krist問 機

sen， 1991)とは大きく異なる見解である。しかし興味深いことに、この系統関係は準新麹群内の比較発生学的

研究から得られた見解 (Haga，1985)とは一致している。今後は、卵巣構造、発生学的知兇以外の分野で、こ

のような系統爵係を支持するデータがないかどうかを検討する必、婆があると窓われる。
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